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髙橋　正信 議員

Ａ 
本
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
費
用
の
少
な
い
事
業
を
採
用
し
、

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い

　
　

個
人
設
置
型
事
業
で
あ

る
「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
」

の
進
捗
状
況
は
。

　
　

建
設
部
長　

公
共
下
水

道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水

事
業
認
可
区
域
以
外
の
地
域

の
方
が
高
度
処
理
型
浄
化
槽

を
設
置
す
る
場
合
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
合
併

後
に
補
助
を
受
け
て
設
置
さ

れ
た
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の

基
数
は
、
平
成
21
年
度
末
現

在
82
基
で
す
。
今
後
は
、
北

浦
地
区
の
汚
水
処
理
の
整
備

計
画
を
踏
ま
え
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

市
町
村
が
実
施
主
体
と

ここが
聞きたい！
ここが

聞きたい！
ここが

聞きたい！

問
質
般
一

登
壇
順
に
、
質
問
と

答
弁
を
要
約
し
て
一

部
掲
載
し
ま
す
。

財
政
状
況
に
見
合
っ
た
汚
水

処
理
対
策
を
！

な
る
「
浄
化
槽
市
町
村
整
備

推
進
事
業
」
の
内
容
、
そ
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長　

市
が
主
体

と
な
っ
て
戸
別
の
住
宅
に
あ

る
単
独
処
理
浄
化
槽
及
び
汲

取
り
便
槽
を
高
度
処
理
型
浄

化
槽
に
設
置
転
換
し
、
生
活

雑
排
水
に
よ
る
河
川
の
汚
れ

を
防
止
し
、
生
活
環
境
の
保

全
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
事

業
内
容
で
す
。
個
人
負
担
と

し
て
は
、
加
入
分
担
金
以
外

に
配
管
工
事
な
ど
の
費
用
も

発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
設
置

後
は
、
使
用
料
以
外
に
電
気

料
、
清
掃
に
要
す
る
水
道
使

用
料
な
ど
の
維
持
管
理
が
個

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
北
浦
地
区
に
お

い
て
は
、
北
浦
地
区
生
活
排

水
事
業
検
討
協
議
会
の
中
で

協
議
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

手
つ
か
ず
の
北
浦
地
区

の
汚
水
処
理
対
策
に
対
し
て

明
確
な
る
整
備
計
画
（
短
期・

中
期
計
画
）
を
立
て
て
い
る

の
か
。

　
　

建
設
部
長　
「
茨
城
県

生
活
排
水
ベ
ス
ト
プ
ラ
ン
」

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
北
浦
地

区
生
活
排
水
事
業
検
討
協
議

会
の
中
で
今
年
度
に
協
議
、

検
討
、
研
修
を
行
い
、
今
後

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
市

長
へ
の
答
申
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
の
報
告
に
基
づ
き
、

短
期
、
中
期
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　
　

協
議
会
の
資
料
の
中

に
、
５
人
槽
の
市
町
村
設

問答

置
型
浄
化
槽
の
基
本
額
は

１
１
３
万
７
，
０
０
０
円
、

個
人
負
担
は
そ
の
10
分
の
１

で
11
万
４
，
０
０
０
円
、
市

町
村
の
負
担
金
は
35
万
5
，

０
０
０
円
と
あ
る
が
、
交
付

税
措
置
さ
れ
る
と
実
際
の
市

の
負
担
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
に

な
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長　

32
万
２
，

０
０
０
円
が
交
付
税
と
し

て
充
当
さ
れ
る
の
で
、
実

際
の
市
の
負
担
は
３
万
３
，

０
０
０
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
公
共
下
水

道
や
農
業
集
落
排
水
に
お
け

る
市
の
負
担
は
、
１
戸
当
た

り
に
換
算
す
る
と
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長　

農
業
集

落
排
水
の
榎
本
地
区
で
は

64
万
２
，
０
０
０
円
、
玉
造

北
部
地
区
で
は
１
７
５
万
円
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

で
は
１
８
３
万
３
，
０
０
０

円
。
流
域
関
連
公
共
下
水
道

で
は
１
６
０
万
４
，
０
０
０

円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
　

浄
化
槽
を
個
人
設
置
型

と
市
町
村
設
置
型
で
取
り
組

む
地
域
で
は
、
個
人
負
担
に

33
万
２
，
０
０
０
円
の
違
い

が
出
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

公
共
性
か
ら
い
っ
て
も
好
ま

し
く
な
い
と
思
う
が
。

　
　

市
長　

市
と
し
て
は
、

市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
は
ま

だ
執
行
し
て
い
な
い
の
で
、

補
助
金
の
公
平
性
を
検
討
し
、

ま
た
維
持
管
理
費
な
ど
も
詳

し
く
精
査
し
な
が
ら
、
そ
の

違
い
を
住
民
の
皆
様
に
ご
理

解
い
た
だ
き
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
の
起
債
残
高
は
い
く
ら
か
。

　
　

建
設
部
長　

農
業
集

落
排
水
の
榎
本
地
区
は
約

１
億
９
，
４
０
０
万
円
、
玉

造
北
部
地
区
は
約
９
億
４
，

２
９
７
万
円
。
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
は
約

22
億
８
，
７
０
０
万
円
。
流

域
関
連
公
共
下
水
道
は
約

30
億
２
，
９
０
０
万
円
に
な

り
ま
す
。

　
　

こ
れ
は
多
額
と
言
う

よ
り
、
巨
額
な
起
債
残
高
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
下
水
道

事
業
が
非
常
に
財
政
を
圧
迫

し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
そ

こ
で
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽

を
主
流
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
。

　
　

市
長　

現
在
60
億
円
以

上
の
起
債
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
整
備
す
る

と
同
様
の
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
。
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る

の
で
、
今
後
は
費
用
負
担
の

か
か
ら
な
い
方
策
が
ベ
ス
ト

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
北
浦
・

霞
ケ
浦
の
す
ば
ら
し
い
湖
が

茨
城
県
で
第
二
の
汚
染
地
帯

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。
今
後
、
生
活

排
水
の
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を

早
速
作
成
し
な
が
ら
、
環
境

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
「
が
ん
予
防
対

策
に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

問

答

問答問

問問

答

答

問答問

答

答

埋設される高度処理型浄化槽



No.20
行方市 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより7

小林　　久 議員

Ａ 

委
託
契
約
で
は
な
く
、「
派
遣
事
業
契
約
」
を
締
結
し
て
い
る

外
国
人
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

に
つ
い
て

　
　

民
間
Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣
業
者

と
の
業
務
委
託
契
約
に
つ
い

て
、本
市
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、

合
併
前
か
ら
各
中
学
校
に
１

名
を
配
置
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
小
学

校
に
全
体
で
２
名
を
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
各
学
校

に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
小
学
校

は
水
戸
市
所
在
の
会
社
、
中

学
校
は
さ
い
た
ま
市
所
在
の

会
社
と
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
Ｌ
Ｔ
業

務
委
託
契
約
を
締
結
し
、
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
委
託
契
約
と
請
負
契
約

を
ほ
ぼ
同
じ
契
約
形
態
と
と

ら
え
て
い
る
厚
生
労
働
省
は
、

平
成
21
年
８
月
の
文
部
科
学

省
か
ら
の
「
教
師
と
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
は

請
負
契
約
で
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
か
」
と
い
う
照
会
に

対
し
、「
請
負
契
約
で
は
で
き

な
い
」
と
の
回
答
を
示
し
ま

し
た
。
本
市
は
、
こ
の
回
答

を
受
け
、
平
成
22
年
度
か
ら

「
Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣
事
業
契
約
」
を

締
結
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
小
・
中

学
校
と
も
水
戸
市
に
あ
る
会

社
と
派
遣
事
業
契
約
を
締
結

し
実
施
し
て
お
り
、
契
約
上

の
問
題
は
解
消
さ
れ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

問
題
点
は
あ
る
の
か
。

　
　

教
育
長　

課
題
と
し
て

は
、
小
学
校
５・６
年
生
へ
の

外
国
語
活
動
の
導
入
、
ま
た

中
学
校
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
重
視
な

ど
に
よ
り
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業
が

増
大
し
て
お
り
、
今
後
安
定

的
、
継
続
的
に
人
材
を
確
保

す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

問答

問答

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

導
入
に
つ
い
て

　
　

学
校
教
育
と
い
う
立
場

か
ら
、
児
童
・
生
徒
を
対
象

と
し
た
接
種
導
入
に
対
す
る

考
え
方
は
。

　
　

教
育
長　

子
宮
頸
が
ん

は
、
唯
一
予
防
で
き
る
が
ん

と
い
う
こ
と
で
、
い
ず
れ
接

種
導
入
を
す
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
な
っ

た
場
合
、
接
種
対
象
と
な
る

の
は
小
学
校
高
学
年
や
女
子

中
学
生
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
対
象
と
な
る
児
童
・

生
徒
が
、
子
宮
頸
が
ん
と
い

う
病
気
、
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
っ
て
こ
の
病
気
を
ど

の
よ
う
に
予
防
で
き
る
の
か

を
理
解
す
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、

こ
の
こ
と

を
対
象
と

な
る
児
童
・

生
徒
の
保

護
者
に
も
十
分
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
際
に
は
学
校
や
保
健

福
祉
部
と
協
力
体
制
を
と
り

な
が
ら
、
女
子
児
童
・
生
徒

を
対
象
と
し
た
保
健
の
授
業

時
間
や
集
会
の
開
催
な
ど
を

通
し
、
ま
た
保
護
者
に
対
し

て
は
説
明
会
等
を
開
催
し
な

が
ら
、
子
宮
頸
が
ん
及
び
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
正
し
い
理

解
を
図
る
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

め
、
教
育
委
員
会
が
管
理
す

る
の
で
は
な
く
、
公
用
車
を

管
理
す
る
総
務
課
で
管
理
す

る
の
が
よ
い
と
の
結
論
に
な

り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
本
年

４
月
か
ら
、
総
務
課
管
財
グ

ル
ー
プ
が
管
理
を
し
て
お
り
、

運
転
手
に
つ
い
て
も
、
総
務

課
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　

総
務
部
長　

予
算
を
担

当
す
る
総
務
部
長
と
し
て
は
、

議
会
に
お
い
て
予
算
が
決
ま

り
ま
す
の
で
、
３
月
に
議
決

し
て
６
月
に
補
正
と
い
う
の

は
、
事
前
に
も
う
少
し
調
整

が
で
き
れ
ば
と
反
省
し
て
い

ま
す
。

　
　

新
年
度
４
月
１
日
か
ら

総
務
部
所
管
の
バ
ス
と
し
て
走

ら
せ
た
、市
長
の
考
え
は
。

　
　

市
長　

公
用
車
は

大
体
総
務
課
が
管
理
を

し
て
い
ま
す
。
４
月
の

人
事
異
動
で
運
転
手
を

総
務
課
管
財
グ
ル
ー
プ

に
配
置
し
た
関
係
で
、

運
転
手
も
バ
ス
も
総
務

課
が
所
管
す
る
の
が
ベ

ス
ト
で
あ
る
と
。
そ
の

ほ
う
が
多
く
の
課
で
有

効
に
使
え
る
と
い
う
意

味
で
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

大
き
な
原
因
は
、
人
事
異

動
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
予
算

は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
今
回

の
場
合
は
運
転
手
を
新
し
く

つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
管

財
グ
ル
ー
プ
に
配
置
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
　
「
行
方
市
行
政
組
織
規

則
」
に
定
め
る
管
財
グ
ル
ー

プ
の
仕
事
に
は
、
運
転
す
る

よ
う
な
業
務
は
な
い
が
。

　
　

総
務
部
長　

公
用
車
の

管
理
に
関
す
る
こ
と
の
中
に

運
転
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
ご

指
摘
に
つ
い
て
は
、
少
し
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問答

平
成
22
年
度
予
算
と
補
正
に

対
し
て
の
考
え
方

　
　

教
育
委
員
会
所
管
の
バ

ス
か
ら
総
務
部
所
管
の
バ
ス

へ
と
変
更
し
た
理
由
は
。

　
　

市
長　

平
成
22
年
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ

れ
た
教
育
バ
ス
関
係
予
算
は
、

３
月
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
使
用
し
て
い
た
市
バ
ス
を

学
校
の
事
業
等
に
利
用
し
て

い
く
た
め
教
育
費
に
計
上
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
バ
ス
の
管
理
方

法
な
ど
に
つ
い
て
再
度
庁
内

関
係
課
で
検
討
し
た
結
果
、

よ
り
広
く
利
用
し
て
い
く
た

問答

答問答

問答

総務部所管になった市バス総務部所管になった市バス
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岡田　晴雄 議員

Ａ 

多
少
よ
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
今
後
も
基
金
の
増
加
と
地
方
債
削
減
の
努
力

が
必
要
で
あ
る

行
方
市
財
政
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
　

プ
ラ
ン
に
対
し
て
、
地

方
債
、
地
方
交
付
税
、
基
金

等
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
は
計

画
ど
お
り
に
進
ん
だ
の
か
。

計
画
ど
お
り
進
ま
な
か
っ
た

部
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
原
因
は
何
か
。

　
　

総
務
部
長　

プ
ラ
ン
に

お
け
る
３
つ
の
健
全
化
目
標

の
進
捗
状
況
は
、
下
記
の
表

１
が
示
す
実
績
の
と
お
り
で

す
。（
掲
載
の
都
合
上
、
表

に
し
て
い
ま
す
）

　

平
成
21
年
度
の
決
算
は
分

析
中
で
す
が
、
計
画
ど
お
り

に
進
ま
な
か
っ
た
原
因
は
、

普
通
建
設
事
業
、
特
に
学
校

建
設
事
業
費
が
計
画
よ
り
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
、
市
単
独
補
助
金
が
な
か

な
か
減
少
で
き
な
い
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
毎

年
事
業
費
を
見
直
す
、ま
た
、

補
助
金
検
討
委
員
会
等
か
ら

の
答
申
を
徹
底
さ
せ
る
な
ど

し
て
、
解
決
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

財
政
課
長　

プ
ラ
ン
に

対
す
る
進
捗
状
況
は
、
左
記

の
表
２
が
示
す
実
績
の
と
お

り
で
す
。（
掲
載
の
都
合
上
、

表
に
し
て
い
ま
す
）

　
　

先
の
臨
時
会
で
、「
基

金
を
積
み
立
て
、
市
債
を
減

ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
説
明
し
て
い
た
が
、
予
想

さ
れ
る
課
題
を
踏
ま
え
、
具

体
的
な
計
画
は
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長　

昨
今
の
税

収
の
減
を
は
じ
め
、
現
在
学

校
再
配
置
に
か
か
わ
る
財
政

需
要
、
要
望
の
多
い
道
路
の

整
備
や
修
繕
、
さ
ら
に
は
少

子
高
齢
化
の
著
し
い
進
展
に

よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
な

ど
の
財
政
出

動
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
と

も
、
基
金
の

増
加
と
市
債

削
減
に
向
け

た
地
道
な
取

り
組
み
を
続

け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
　

平
成
23

年
度
以
降
の

計
画
策
定
へ

の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、

更
新
作
業
は

ど
の
よ
う
に

進
め
る
の

か
。

　

ま
た
、
こ
の
プ

ラ
ン
が
目
指
す
も

の
は
「
ス
リ
ム
な

行
政
運
営
と
柔
軟

で
力
強
い
財
政
構

造
へ
の
転
換
で

す
」
と
あ
る
が
、

新
た
な
プ
ラ
ン
の

中
で
も
目
指
す
も

の
は
変
わ
ら
ず
継

承
さ
れ
る
の
か
。

　
　

市
長　

財
政
集
中
改
革

プ
ラ
ン
は
平
成
19
年
10
月
に

策
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

前
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
行

政
改
革
大
綱
」「
行
政
改
革

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
財
政

的
な
裏
づ
け
と
な
る
プ
ラ
ン

で
あ
り
、
財
政
健
全
化
を
進

め
る
た
め
の
各
種
財
政
指
標

や
目
標
額
を
定
め
た
も
の
で

す
。
期
間
は
４
年
間
、
本
年

度
が
最
終
年
度
で
あ
り
、
今

後
そ
の
総
括
を
行
い
、
次
年

度
以
降
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
平
成
23

年
度
以
降
の
プ
ラ
ン
に
引
き

継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
５
年
後
に

は
合
併
後
の
優
遇
制
度
も
な

く
な
り
、
交
付
税
も
激
減
緩

和
措
置
が
あ
る
と
は
い
え
、

合
併
16
年
目
の
平
成
33
年
度

に
は
10
億
円
程
度
削
減
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
ら
の

厳
し
い
財
政
の
環
境
に
耐
え

得
る
体
力
を
つ
け
る
た
め
に

も
、引
き
続
き
無
駄
を
省
き
、

ス
リ
ム
な
行
政
運
営
と
効
率

的
な
財
政
運
営
、
健
全
財
政

の
確
保
の
た
め
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
　

総
務
部
長　

市
の
最
優

先
課
題
で
あ
る
学
校
再
配
置

の
事
業
を
円
滑
に
滞
り
な
く

進
め
る
た
め
に
も
、
選
択
と

集
中
の
考
え
の
も
と
、
人
件

費
、
物
件
費
、
補
助
費
等
及

び
繰
出
金
等
の
経
常
経
費
を

抑
え
、
投
資
的
経
費
に
つ
い

て
も
見
直
し
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問答

答

問

答

問

答

答

表１：健全化目標の進捗状況
（単位：％、円）

プランにおける
健全化目標

実績
平成 18年度 平成 19 年度 平成 20 年度

①経常収支比率
90％以下 93.2 94.8 92.6

②実質公債費比率
16％以下 17.8 17.6 16.3

③財政調整基金及び
減債基金残高

合計 9億円以上
6億 4,900 万 6 億 5,000 万 11 億 2,900 万

表２：地方債等のプランに対する進捗状況
（単位：円）

平成 19年度 平成 20 年度 平成 21 年度

地方債
残　高

プラン 184 億 3,700 万 183 億 4,800 万 182 億 1,200 万

実績 182 億 1,900 万 179 億 3,100 万 174 億 5,800 万

基　金
プラン 13 億 4,500 万 18 億 500 万 22 億 6,500 万

実績 19 億 7,600 万 27 億 300 万 37 億 8,600 万

地　方
交付税

プラン 53億 6,000 万 53 億 5,000 万 53 億 4,000 万

実績 52 億 300 万 53 億 6,100 万 56 億 7,600 万

道路の整備等の要望は多くあります
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